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アルビル全景。郊外に新築のマンション群が見える

自
動
車
爆
弾
、
自
爆
攻
撃
、
誘
拐
、
暗
殺
。
イ

ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
と
そ
の
周
辺
の
治
安
悪

化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
、
連
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
今
年
八
月
に
は
、
米
中

央
軍
の
司
令
官
も
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
状
況
に
言
及
し

た
上
で
、「
宗
派
間
抗
争
を
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

イ
ラ
ク
は
内
戦
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
」
と
上

院
軍
事
委
員
会
の
公
聴
会
で
証
言
し
た
。
イ
ラ
ク

戦
争
か
ら
三
年
以
上
が
過
ぎ
た
が
、
安
定
に
は
、

ほ
ど
遠
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
そ
ん
な
一
触
即
発
の
危
機
的
状
況
と
対

極
的
で
、
戦
後
復
興
の
最
中
に
あ
る
の
は
、
北
部

の
ク
ル
ド
人
自
治
区
で
あ
る
。

私
が
訪
ね
た
昨
年
の
一
一
月
に
は
、
自
治
区
の

二
つ
の
都
市
（
ア
ル
ビ
ル
と
ス
レ
イ
マ
ニ
ア
）
で
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ

ル
な
ど
の
大
型
建
設
が
次
々
に
行
わ
れ
て
お
り
、

地
元
経
済
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
テ
ナ
ン
ト
の

使
用
権
利
が
建
物
の
完
成
前
か
ら
売
買
さ
れ
、
そ

の
金
額
は
右
肩
上
が
り
だ
と
い
う
。
知
人
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
は
、「
自
治
区
の
首
都
ア
ル
ビ
ル
は
第

二
の
ド
バ
イ
（
中
東
随
一
の
商
業
都
市
）に
な
る
」

と
、
将
来
に
期
待
を
寄
せ
る
。
投
資
を
行
な
っ
て

い
る
の
は
そ
の
多
く
が
外
国
資
本
で
は
な
く
、
地

元
の
人
た
ち
だ
。
そ
の
あ
ま
り
の
過
熱
ぶ
り
は
、

バ
ブ
ル
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
せ
る
ほ
ど
の
勢
い

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
六
月
ア
ル
ビ
ル
に
、
そ
し
て
、

七
月
に
は
ス
レ
イ
マ
ニ
ア
に
空
の
玄
関
口
と
な
る

国
際
空
港
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
路
線
は
次
々
と
増

え
、
昨
年
一
○
月
に
は
ド
バ
イ
や
ア
ン
マ
ン
な
ど
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近
隣
国
の
ほ
か
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
行
き
な
ど
欧

州
便
も
登
場
し
た
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
経
由
し
な
い

直
行
便
も
あ
る
。
利
用
者
の
多
く
は
、
外
国
に
亡

命
し
た
ク
ル
ド
人
で
あ
る
。

バ
グ
ダ
ッ
ド
と
は
、
車
で
わ
ず
か
約
五
時
間
の

距
離
。
治
安
悪
化
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
イ
ラ
ク
と

か
け
離
れ
た
も
う
一
つ
の
イ
ラ
ク
が
こ
こ
に
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
新
し
い
世
代
が
活
躍
し
て
い
る
。

一
九
九
一
年
湾
岸
戦
争
後
の
混
乱
に
よ
っ
て
、

北
部
三
県
と
そ
の
周
辺
は
旧
フ
セ
イ
ン
政
権
の
権

限
が
及
ば
な
い
地
域
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
ク

ル
ド
人
青
年
は
大
学
を
卒
業
す
る
時
、
三
つ
の
大

き
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
徴
兵
制
に
従
い
、
イ
ラ

ク
軍
の
兵
士
と
な
る
か
、「
山
に
行
く
」
と
い
う

隠
語
で
語
ら
れ
る
ク
ル
ド
武
装
勢
力
に
参
加
す
る

か
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
属
さ
ず
、
逃
亡
生
活

を
続
け
る
か
、
で
あ
る
。
八
年
続
い
た
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
、
そ
し
て
続
く
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
。

フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
、
イ
ラ
ク
軍
に
入
隊
す
る
こ

と
は
、
実
戦
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

イ
ラ
ク
中
央
政
府
の
権
限
が
及
ば
な
く
な
っ
た

現
在
の
北
部
で
は
、
徴
兵
に
応
じ
な
い
こ
と
は

「
当
然
」
の
権
利
と
な
り
、
ま
た
、
ク
ル
ド
自
治

政
府
も
徴
兵
制
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
青
年
が
強

制
的
に
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
。
彼
ら
は
、
自
分
の
将
来
を
長
期
的
に
考
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
新
し
い
世
代
で
あ
る
。

昨
年
、
ス
レ
イ
マ
ニ
ア
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

個
人
用
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
っ
た
。
事
業
を
立
ち
上
げ
た
ア
ラ
ム
・
バ
ル
ザ

ン
ジ
さ
ん
（
二
三
）
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
に
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閉
鎖
さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
再
開
し
た
ス
レ
イ
マ

ニ
ア
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
を
学
ん
だ
。

し
か
し
、「
教
わ
っ
た
の
は
二
○
年
前
の
技
術
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
シ
ス
テ

ム
を
独
学
で
学
ん
だ
」
と
い
う
。

外
国
企
業
に
技
術
協
力
を
仰
ぐ
な
ど
、
事
業
立

ち
上
げ
に
か
か
っ
た
総
費
用
は
約
二
億
円
。
そ
の

大
半
は
、
亡
き
父
の
親
友
の
ク
ル
ド
人
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
に
出
資
し
て
も
ら
っ
た
。
事
業
開
始
前
に
は
、

技
術
ス
タ
ッ
フ
を
伴
っ
て
海
外
に
研
修
に
出
か
け

た
。
手
探
り
で
始
め
た
こ
の
事
業
は
順
調
に
成
長

し
、
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
四
○
人
、
交
代
制
で
二

四
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
女
性
ス
タ

ッ
フ
も
活
躍
し
、
契
約
も
約
三
○
○
○
世
帯
と
な

っ
た
。
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
を
他
の
都
市

へ
広
げ
る
た
め
の
許
可
取
得
に
奔
走
し
て
い
る
。

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
は
そ
れ
ほ
ど
儲
か
る
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
な
い
。
い
つ
ま
で
続
け
る
か
分
か
ら
な

い
が
、
将
来
性
の
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の

仕
事
は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
ア
ラ
ム
さ
ん
は
冷

静
に
自
ら
の
事
業
を
語
る
。

ま
た
、
ア
ラ
ム
さ
ん
と
同
じ
ス
レ
イ
マ
ニ
ア
大

学
の
獣
医
学
部
を
卒
業
し
た
ア
リ
・
ア
ブ
ド
ッ
ラ

さ
ん
（
二
七
）
は
、
イ
ラ
ク
・
ク
ル
ド
自
治
政
府

農
業
省
の
セ
イ
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
駐
在
所
の
所
長
を

務
め
て
い
る
。
大
学
卒
業
後
、
ク
ル
ド
自
治
政
府

農
業
省
所
管
の
獣
医
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
こ

な
し
て
き
た
。
現
場
で
の
経
験
が
増
え
る
に
つ
れ
、

も
う
少
し
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
。
村
人
が
自
分

を
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
か
ら
だ
。
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そ
れ
で
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
大
学
農
学
部
の
大
学
院
で

学
ぼ
う
と
二
年
前
の
夏
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
訪
ね
た
。

学
部
長
は
実
務
経
験
の
あ
る
ア
リ
さ
ん
の
受
け
入

れ
を
歓
迎
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
学
部
長
室
で

さ
え
、
ド
ア
が
無
く
、
窓
ガ
ラ
ス
も
割
れ
た
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
勉
強
が
で
き
る
状

態
で
は
な
い
と
思
い
、
入
学
を
諦
め
た
。

ア
リ
さ
ん
の
担
当
地
域
は
セ
イ
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

と
そ
の
周
辺
に
あ
る
五
三
村
。
そ
こ
で
は
、
羊
約

七
万
頭
、
ヤ
ギ
約
一
二
万
頭
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
六
つ
の
養
鶏
場
が
あ
る
と
い
う
。
定
期
的

に
家
畜
に
予
防
接
種
を
行
う
た
め
、
二
人
の
助
手

と
運
転
手
の
四
人
の
チ
ー
ム
で
村
々
を
回
る
。
イ

ラ
ク
北
部
に
は
、
伝
染
力
が
強
く
世
界
で
も
恐
れ

ら
れ
て
い
る
口
蹄
疫
を
は
じ
め
、
寄
生
虫
、
肺
炎

な
ど
数
多
く
の
病
気
が
み
ら
れ
る
そ
う
だ
。
家
畜

の
伝
染
病
が
大
発
生
す
れ
ば
、
肉
を
好
ん
で
食
べ

る
イ
ラ
ク
の
人
々
に
と
っ
て
、
死
活
問
題
と
な
る
。

そ
の
流
行
を
未
然
に
防
ぐ
獣
医
の
責
任
は
重
い
。

「
最
新
の
専
門
知
識
を
学
び
た
い
。
大
学
で
教

わ
ら
な
か
っ
た
症
例
に
出
会
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
。

獣
医
と
し
て
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
ア
リ
さ
ん
は

海
外
で
勉
強
す
る
の
が
夢
だ
。

イ
ラ
ク
を
巡
る
状
況
は
流
動
的
で
あ
る
。
ク
ル

ド
自
治
政
府
に
お
い
て
も
、
そ
の
最
終
的
な
地
位

は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
汚
職
や
職
権
乱
用
に
対
す

る
市
民
の
不
満
の
声
が
高
ま
る
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
世
代
は
未
来

に
希
望
を
見
出
し
、
自
ら
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

（
き 

し
だ　

け
い
じ
／
東
京
外
国
語
大
学
大
学

院
博
士
前
期
課
程
）
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